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118
〈開館時間〉 10時～17時（入館受付は16時30分まで）
〈休 館 日〉 月曜日休館（祝日等休日の場合は翌日）
 ※9月19日㈯～ 23日㈬・㈷は開館（9月24日㈭は休館）
〈入 館 料〉 一般600円　中学生以下無料
 団体（20名様以上）・障がい者・療育手帳の提示 100円引
 友の会会員・学校メンバーズ加入団体・障がい者の介助者1名 無料

〈主催〉林原美術館　　〈後援〉岡山県郷土文化財団　山陽新聞社　RSK山陽放送

令
和
8
年



次回予告

風
景

企画展「干支巡礼　－馬具から羊毛へ－」   令和8年（2026）11月21日（土）～令和9年（2027）1月17日（日）
「馬」の屏風や岡山藩主池田家伝来の馬具、「羊」の羅紗陣羽織や重要文化財「アジア航海図」（羊皮紙）などを展覧。干支の変わり目に、「馬」と「羊」、それぞれの文化的魅力を紹介します。

交　通

◉JR岡山駅から徒歩25分
◉路面電車［東山行］
　県庁通り下車 徒歩7分
◉岡電バス［岡電高屋行］
　県庁前下車 徒歩3分
◉宇野バス［瀬戸駅前行・四御神行］
　県庁前下車 徒歩3分
◉循環バスめぐりん［県庁医大線］
　県庁前下車 徒歩3分

【臨時休館について】 「暴風警報」「特別警報」が発令されている場合は、臨時
休館とさせていただきます。詳細はWebに掲示しておりますのでご覧ください。

〒700-0823  岡山市北区丸の内2-7-15
TEL（086）223-1733　FAX（086）226-3089
https://www.hayashibara-museumofart.jp/
＊車椅子対応の設備あります。
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①

コンサート「秋に聞く珠玉のチェロ名曲」
毎年大変ご好評をいただいております三船文彰
氏のチェロコンサート。今年はピアニストに荒木渉
氏をお招きし、心に響く珠玉のチェロ名曲を披露し
ていただきます。芸術の秋を彩る、特別なひと時を
お楽しみください。

日　時｜令和8年(2026)11月7日(土)
 開場18時 開演18時30分
出　演｜チェロ   三船文彰 氏／ピアノ   荒木渉 氏
場　所｜林原美術館内 特設ステージ
定　員｜４５名（Webにて要予約）
参加費｜2,600円（入館料別途）

特別企画 「和菓子とお抹茶の日（その3）」
明治21年（1888）創業の老舗の和菓子屋「松涛園」
（岡山県倉敷市玉島）にご協力いただき、展覧会にちな
んだ特別な和菓子をお抹茶とともに提供いたします。

日　時｜令和8年(2026)10月24日(土)10時～14時
場　所｜林原美術館内ロビー
定　員｜20名（Webにて要予約）
お茶菓子代｜700円（入館料別途）

※企画展ごとに開催する予定です。その都度変わる創意あふれる
甘味をご賞味ください。

※14時までにご連絡がなく、来館のない場合はキャンセル扱いと
なります。

学芸員によるギャラリートーク     会期中の毎週土曜日　14時～（予約不要、参加無料、入館料別途）

関連イベント

特別講演会
文化財の保存に欠かせない広範な知識と修理経験を
有す「選定保存技術(漆工品修理)保持者」の北村繁氏
を講師にお招きし、当館の収蔵品で、昨年度に北村氏
のもとで修理を終えた「綾杉地獅子牡丹蒔絵婚礼調度」
の内容を中心にお話しいただきます。

日　時｜令和8年(2026)9月27日(日) 13時30分～15時
講　師｜北村 繁 氏(合同会社北村文化財漆工 代表社員)
演　題｜「綾杉地獅子牡丹蒔絵婚礼調度の修理と
   彩り豊かな表現方法」
場　所｜林原美術館敷地内 ナガセヴィータ・ギャラリー
定　員｜30名（Webにて要予約）
参加費｜600円（入館料別途）

① 龍田川輪蝶紋蒔絵文台（部分） 
② 桜橋蒔絵料紙箱
③ 釣人田植葵紋蒔絵刀掛
④ 撫子蜻蛉蒔絵棚

② ③ ④

　艶のある漆塗りに金銀で加飾した蒔絵、虹色に輝く螺鈿など、華やかな装飾が魅力の漆工芸。
近年では、国内外で日本の漆工芸を目にする機会が増え、自然素材を用いた独自の美意識と芸術性
の高さが注目されています。特に、江戸時代に制作された漆の調度品は、職人の技巧による堅牢な
造りに、使うほどに色の深みが増す「経年美」が加わった美術品としてその魅力を深めてきました。また、
江戸時代は蒔絵の表現技法が発展した時期でもあり、中でも「風景」を題材とした繊細な描写は、
単なる写生を超え、日本特有の風情や情緒をあらわす絵画的な趣向として人 の々心を捉えてきました。
　本展では、蒔絵であらわされた「うるしの風景」をテーマに、吉野山の桜見や竜田川の紅葉、桜橋、
浜松などの四季の風景のほか、花鳥と霊獣の獅子や霊亀、古典文学をかけあわせた心象風景など、
日本の風土や歴史、思想を伝える意匠の調度品をご覧いただきます。江戸から明治時代にかけて
制作された漆工芸の技術の粋ときらびやかな意匠美をご堪能ください。


